
大村市政だ (9月中旬号)

市民税第2分期の納期限

9月30日

(税務課)

十
五
日
は
「
泣
乙
よ
り
の
日
」

敬老週間

定価一部五 円

「と
し
よ
り
の
日
」
は
今
年
で

一十
二
回
目
を
迎
え
ま
す
。

一社
会
の
関
心
乙
協
力
の
も
と
に
、

一各
地
で
老
人
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ

一て
お
り
ま
す
が
、
生
活
を
明
る
く

↑楽
レ
く
す
め
乙
と
を
目
標
に
、
全

一国
的
に
二
十
一
日
ま
で

「
と
し
ょ

一り
の
福
祉
週
間
」
と
し
て
敬
老
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
.

本
市
も
つ
ぎ
の
理
領
に
よ
り
行

な
い
ま
す
の
で
皆
様
万
も
こ
ぞ
っ

て
敬
老
運
動
を
展
開
い
た
し
ま
し

ょ
う
。

①

市
長
か
ら
満
八
十
五
才
以
上

の
方
百
三
十
五
名
(
男
四
十
六
名

女
八
十
九
名
)
の
高
令
者
に
長
寿

を
祝
福
す
る
た
め
記
念
品
を
贈
呈

③
昨
密
度
ま
で
の
最
高
令
者
に

つ
ぐ
高
令
者
に
対
し
記
念
写
真

です

ぜひ納期限内に完納たい

しましょう o

(第330号)

t土
行所

長崎県大村市Z50番地

所

印刷所 つじ 印刷所

理
髪

・
入
浴
は
半
額

鍛
灸
は
無
料
で
サ

i
ビ

(
入
)
者
贈

呈

一

才
以
上
の
万
へ
無
料
サ
ー
ビ
ス
の

⑨

市

内
の
理
容
、

浴
場
組
合
員
一奉
仕
が
行
な
わ
れ
ま
す。

の
特
志
に
よ
り
七
十
才
以
上
の
万
一

乙
の
サ
ー
ビ
ス
券
に
つ
い
て
は

ヘ
週
間
中
半
額
サ
ー
ビ
ス
と、

鍛
一
各
町
総
代
宅
に
串
備
し
て
お
り
ま

灸
組
台
員
の
特
志
に
よ
り
八
十
五
一
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い。

み
ん
な
で
明
る
い
老
後
を

わ
が
国
什
老
令
人
口
は
年
々
摺

加
し
て
、
近
い
将
来
に
一
千
万

人
あ
越
え
よ
p

つ
と
し
て
い
ま
す

そ
れ
に
伴
っ
て
老
人
問
題
が
深

刻
化
し
て
来
ま
し
た
.

た
と
え
ば
老
人
世
帯
の
六
十
%

ま
で
が
独
届
生
活
で
あ
る
乙
と

就
職
が
困
難
で
あ
っ
て
般
入
が

と
ほ
し
い
と
と
。

老
人
世
帯
に

は
病
人
が
多
い
乙
と
・
生
活
保

護
を
受
げ
る
世
帯
が
年
年
ふ
え

ま
た
は
横
断
歩
道
に
入
っ
て
い

一
ム
黄
色
の
灯
火
の
点
滅

る
車
両
等
は
そ
の
交
差
点
ま
た

一

〔

注
意
進
行
〕

は
横
断
歩
道
の
外
に
出
な
付
れ一
歩
行
者
及
び
車
両
等
は
他
の
交
通

ば
な
ら
な
い
。

一

に
注
意
し
て
進
行
す
る
こ
と
が
で

A
赤
色

ハ
止
ま
れ
〉

一
き
る
。

わ
れ
わ
れ
大
村
代
表
十
四
名
は
一
ト
た
ち
は
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
一
に
思
い
だ
し
、
河
ジャ
ン
ボ
リ
ー
で

川

①
歩
行
者
は
道
路
そ
横
断
し
て
は
一
ム
赤
色
の
灯
火
の
点
滅

市
民
の
み
な
さ
ん
の
絶
大
な
る
と
一
さ
に
目
を
み
は
っ
て
い
ま
し
た
。
一
体
験
し
体
得
し
て
き
た
と
と
を
、

…

な
ら
な
い
。

一

〔

一
時
停
止

〕

協
力
に
よ
り
、
待
望
の
ア
ジ
ア
ジ
一
な
か
で
も
、
印
象
に
の
乙
る
の
一

川

①
車
両
等
は
交
差
点
の
直
前
に
お
一
①
歩
行
者
は
他
の
交
通
に
注
意
し

一

一

有

意

麓

に

生
か
し
て
行
乙
う
Lr-
布
川

一

J
J

ャ
ン
ポ
リ
l
に
宰
加
す
る
と
と
が
一
は
皇
太
子
殿
下
を
行
進
路
の
お
立
一

川

い
て
停
止
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
一
て
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

門

で
き
ま
し
た
。

一

台
に
む
か
え
、
約
二
万
の
観
衆
で
一
互
い
ち
か
い
合
っ
て
い
ま
す
。

一

い

・

一

②
車
両
等
は
交
差
点
の
直
前
に
お

付

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
は
、
あ
乙
が
れ
一
う
ず
め
つ
く
さ
れ
た
申
の
大
行
進
一
ア
ジ
ア
各
国
の
ス
カ
ウ
ト
と
、

川

同

一

③

交
差
点
に
お
い
て
す
で
こ
左
折
一
い
て
一
時
停
止
レ
な
げ
れ
ば
な

刈

の
警

古

麓

滝
ケ
原
で
、
圏
内
一
は
実
に
感
激
と
興
ふ
ん
そ
の
も
の
一
言
葉
重
量
、
っ
た
が
生
霊

…

会

館

八

回

県
下
更
主

員

が

一
堂
に
つ
ど
い
、

過
去
の
実
了
ま
た
ま
右
折
レ
て
い

F早
急

い

。

-

一

t

ヵ

H

』
h
、
護
研
修
大
会
一
が
開
催
さ
一
績
に
つ
い
て
三
分
科
会
に
分
か
れ
一

t

一

ョ

コ

量

一

と

も

に

し

平

和

な

ス

カ

ウ

ト

の

黒

大

言

し

た

。

一熱
心
に
反
省
普
し
た
ま
か
、
保
一

言

そ
の

妻

進
行
す
る
こ
と
一

(大

村

襲
撃

M

一

残

る

も

の

は

一

国

を

つ

く

っ

た

と

と

が

、

伺

か

の

…

議
と
れ
は
保
護
襲
者
の
一
纏
観
察
室

生

保

護

の

船

果

的

な

一

が

で

き

る

。

一

仇

感

謝

の

み

」

一

日

立

川

料

品

目

言

語

一
諮

問

一
行

一

弘

佐

ぃ

両

信

一

一

一

手

四

百

二
十

原

『

一
平
和
の
た
め
、
付
ん
め
い
に
は
げ

川

夏
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
一に
た
い
し
各
種
妻
、
感
謝
状
の一

j
j
i
i
j
一
県

外

伸

線

、
装
工
十
八
才

ケ

ス
カ
ウ
ト
コ
万
七
丈
、
列
国
ス

一で
し
た

。

一

み

た

い

と

思

っ
て
い
ま
す
。

山
号
、
社
会
の
浄
化
、
と
く
に
更
一贈
呈
が
あ
り

「
巴
罪
の
よ
い
明
る
一

門
事

】
市
内

自
動
車
運
転
ア

ニ

主

主

万
コ
十
円
・
ゴ
ム

麓

カ
ウ
ト
十
七
ヶ
国
五
百
人
容
加
の

一

号

し
て
参
の
行
事
も
順
調
一

川
生
保
護
に
関
す
る
襲
の
強
化
充一

2

7

一
手
八
才
t
三
十
五
才
一
万

t
二
重
工
十
五
才

t
二
十
五
才
九
千

叫

も
と
に
、
八
月
一ニ
日
よ
り
六
日
間
豆
み
、
ス
カ
ウ
ト
相
互
の
交
際
一
ど
っ
か
大
村
市
の
皆
さ
ん
、

J
雲

寺

重
さ
れ
て
お
り
ま
す
一ぃ
社
会
の
町
づ
く
り
に
努
力
す
る
一万
一一一千
円

-
Z
Z製
造
工
ニ

一
五
千

一
万
一ニ千
八
百
円

・
自
動

唱

の

多
彩
な
行
事
の
幕
を
開
い
た
の

一も
国
際
色
豊
か
に
行
な
わ
れ
、
ジ
玄
も
ス
カ
ウ
ト
運
動
を
こ
理
解
の

山

手

y
Z国
的
に
更
襲
撃
一
」
の
大
会
蓄

を
し
て
、
盛
会
の
一
十
ニ
才

t
三
十
五
才
一
万
円
・

1
車
運
転
手
二
十
一
才

t
一
ニ
十
才

一

真

で

す。

一ャ
ン
ボ

Y
は
盛
大
に
お
わ
り
ま
一
う
え
と
指
導
さ
協
力
誌
に
お

r蓄
電
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
一
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

一

真
及
び
自
動
車
整
備
見
習
十
五
才一

万
五
千
五
百
円
・
旋
盤
工
十
六
才

写

富
士
山
議
聞
に
あ
お
ぐ
大
テ一
し

た

。

一

願

い

申

し

上

げ

帰

着

挨

拶

ζ
い
た

…
糾
そ
の
↓
環
と
レ
て
九
月

一
目、

一

(

福

祉

事

所
)
一
J
一一十
才
日
政
一
吉
ム
一
百
円
・一

t
二
十
才
日
政
一
ユ
百
十
l
E百
円

ン
ト
村
、
そ
の
申
で
行
な
わ
れ
る

一
会

る

も

の

は

富

の

み

。

乏

し

ま

す

。

…

再

審

宮

署

名

の

保

捜

工

場

費

量

曹

議

運
転
一

・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
製
造
工
十

六

千

鶴
多
の
粁
誠
に
参
加
し
た
ス
カ
ウ

一は

こ

の

お

も

い

出

を

あ

ら

ゆ

る

時

一

川

司

と

関

孫

繍

関

お

よ

び

団

体

の

職

工

外

務

員

配
達
員
何
れ
も
年
令
不
一
二
十
五
才

(ニ
面
ヘ
つ
づ
く
)
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(ー〉

て
い
る
乙
と
。

老
人
の
自
殺
が

多
く
自
殺
率
は
世
界
-
位
で
あ

る
乙
と
な
ど
で
す
。

人
聞
は
だ
れ
で
も
老
人
に
な
り

ま
す
。

老
後
の
生
活
を
明
る
く

豊
か
に
す
る
乙
と
は
、
す
べ
て

の
人
の
希
望
で
す
。
み
ん
な
が

と
ぞ
っ
て
老
後
の
健
康
と
福
祉

ぞ
た
か
め
る
た
め
に
協
力
し
よ

う
l
。
と
い
う
の
が
「
と
し
よ

り
の
福
祉
週
間
」
の
ね
ら
い
で

ス
す
。
そ
と
で
目
標
と
し
て
つ
ぎ

の
よ
う
な
乙
と
が
ら
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

①

老
人
と
若
い
人
と
が
家
庭

職
場
、
地
域
社
会
で
臨
し
あ
い

お
互
の
立
場
を
理
解
し
叫
尊
重
し

あ
っ
て
融
合
す
る
と
と
に
つ
と

め
よ
う
。

②

社
会
は
老
人
に
適
す
る
し

ご
と
を
開
拓
し
ょ
う
。

老
人
も
自
ら
進
ん
で
そ
の
能
力

を
発
揮
し
、
社
会
に
貢
献
す
る

よ
う
っ
と
め
よ
う
.

⑥
も
う
一
度
生
活
股
計
者
考

え
よ
う
。

④

健
康
を
高
め
、
い
つ
ま
で

も
若
く
、
時
代
感
覚
を
身
に
つ

け
て

「話
せ
る
老
人
」
に
な
る

よ
う
つ
と
め
よ
う
。

九
月
-
日
玖
島
の
国
一
の
ち
、
午
前
九
時
点
燈
さ
れ
中
学

道
交
差
点
に
信
号
燈
が
一
生
、
小
学
生
に
よ
る
渡
り
ぞ
め
が

取
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
五
り
ま
し
た
.

乙
の
交
差
点
は
、
高
校
一
円
交
差
点
で
の

生
、
中
学
生
お
よ
び
小
一
注
意
事
項
〕

学
生
な
ど
の
究
通
量
が
一
ム
青
色
(
準
め
)

多
く
ま
た
車
の
交
通
量一
①
歩
行
者
は
進
行
す
る
乙
と
が
で

も
大
村
市
内
で
}
番
多
一
き
る
。

い
と
と
ろ
で
す
。

一②
自
動
車
第
二
種
原
動
機
付
自
転

当
日
は
、
大
村
市
長
一
は
直
進
レ、

左
折
し
ま
た
は
右

一
折
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
村
普
察
署
長
、
大
村
一
-
①
第
一
種
原
動
機
付
自
転
車
及
び

軽
車
輔
は
直
進
し
、
ま
た
は
左

Z玖島の交点差に信号燈
長

ど

諺

折
ず
る
乙
と
が
で

き
る
。

写真国人・主主が整然ととおる玖島の交差点

ム
黄
色(
注
意
)

①
歩
行
者
は
道
路
の

横
断
を
始
め
て
は

な
ら
な
い
。
ま
た

道
路
を
横
断
し
て

い
る
歩
行
者
は
速

や
か
に
そ
の
横
断

疹
絡
る
か
、
ま
た

は
横
断
を
止
め
て

保
存
食
品
町
作
ろ
う
と
す
る
と

鍋
に
油
を
熱
し
味
噌
‘
砂
糖
を
川

…

一議
行
事
湾
建
ぎ
に
注
意
し
な
げ
れ
な
ら
な
い
加
え
て
ね
り
、
最
後
に
と
ま
を
…

…

【

保

存

食

を

と

と

は

加

え

て

ね

り

あ

げ

る

。

川

作
り
ま
し
ょ
う
】
①
離
れ
に
で
も
手
軽
に

出

来

ム

鯨

肉

の

つ

く

だ

煮

…

川
義
組
に
は
い
り
ま
す
と
、
る
も
の
.

;

I

l

l

i

-

-

J

…

主
婦
の
家
事
労
働
時
聞
が
ど
う
@
経
済
的
に
手
近
な
材
料
で
訂
引
什
勺
一

…
し
で
も
短
縮
さ

れ

、

家

の

申

の

出

来

る

も

の

。

一

グ
ラ
ム

(百
匁
)
一
川

…
事
柄
に
目
が
ま
む
ら
な
く
な
り
⑨
栄
養
が
あ
っ
て
お
い
し
い
一
昨
一蓑
二
十
グ
ラ
ム

一
川

…

ま

ず

。

な

か

で

も

、

毎

日

欠

か

も

の

。

一

(

五

匁
)
一
川

…
す
乙
と
の
出
来
な
い
栄
養
も
、
④
家
族
の
好
み
に
あ
う
も
の
一

路
油
0
・
五
比

一
…

山
時
聞
が
足
り
な
い
た
め
簡
単
で

⑤
衛
生
的
に
保
存
出
来
る

も

一

(五
勺
)
一

…
労
働
に
そ
わ
な
い
も
の
と
な
っ
の
な
ど
で
す
。

一
砂
糖
大
さ
じ
四
ハ
イ
一

川
て
し
ま
い
ま
す
。

保
存
食
の
作
り
五
秒
二
品
招

-j
j
;
J
F
!白
川

…

保
存
食
は
忙
し
く
な
る
前
に
介
い
た
し
ま
ず
か
ら
、
警
に
ム

鯨
肉
を
ニ
セ
ン
ヂ
角
の
う
…

川
作
っ
て
お
い
て
農
繁
副
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
す
切
と
し
、
生
萎
も
う
す
川

一
す
る
と
便
利
な
も
の
で
す
が
、
ム
た
ま
ご
味
噌

く
切
り
ま
す
。

山

…
ご
は
ん
と

一
品
の
保

存

食

童

日

叶

引

U

Z
Z実
れ
…

川
べ
れ
ば
、
そ
れ
で
足
り
る
も
の
-

一

醤

油
と
砂
糖
を
加
え
、
か
川

日
卵

五
コ

一

川
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
作
る
一

一

ぶ
る
程
度
の
水
巻
た
し
て
川

…
お
か
ず
の
ほ
か
に
、
お
か
ず
の

…
砂
糖
ニ
百
グ
ラ
ム

一

煮
乙
み
、

汁
の
な
く
な
る
…

山
補
い
に
し
た
り
、

味
わ
い
の
夜
一

油

三

十

グ

ラ

ム

一

ま

で

煮
ま
す
。

一
化
案
し
ん
だ
り
、
食
事
に
一

〈大
き
じ
一
ニ
パ
イ
)
一

(

農

業
改
良
普
及
所
)
山

川
ぎ
わ
レ
た
り
ず
る
も
の
で
す
。
町

4
4
4
1
4
3
t
3
9

川

引
き
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

②
車
両
等
は
横
断
歩
道
の
外
側
の

直
前
に
お
い
て
、

停
止
レ
な
叫
り

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
交
差
点

犯
罪
を
予
防
し

社
会
に
秩
序
を



国

を

(二)

明

る

品

部

風

が

立

ち

、

初

秋

の

り

は

い

織

は

さ
り
た
ほ
う
が
無
難
で
す
川
一

nhrQFLu-ぞ
2

2rnA云
LUMAJ--JJr

k々
vy計五
JJ2ι
よ
AT---一一円
JrNト
rhyurn一-v
J

ム
大
村
市
徳
泉
川
内
郷
一
九
七
番

一山

町

民

主

開

設
A

謀
長
良
県
zh

透

護

認

す職員波
多朗

日

続

き

心

、

か

ら

だ

、

住

ま

い

の

わ

っ

た

感

じ

に

な

る

も

の

で

す

川

一

F
P
5
5
2
5
u忠一一
-
R
L
J
k
p
u
r
r
pも
い
え
ば
ゲ

2
5
ム
大
村
市
乾
馬
場
郷
八
八
八
番
地

百
す
べ
て
に
、
夏
の
疲
れ
が
感
じ

官
そ
の
他
編
み
物
に
も
そ
ろ
そ
…
一
幼
令
杉
槽
の
枯
死
人
命
救
助
功
労
者
を
大
村
甫
役
所
職
員

吉
田
実

一

川

ら

れ

る

こ

の

ご

ろ

で

す

。

と

の

ろ

と

り

か

か

り

た

い

と

き

。

も

盟

主

十

七

才

)

日

あ

た

り

で

気

分

一

新

、

わ

が

家

ろ

汗

ば

む

指

に

糸

の

か

ら

み

つ

山

一

被

害

調

査

表

髭

A
大
村
市
沖
田
郷
四
六
六
番
地

一
…
の
よ
り
よ
い
消
夏
の
術
者

工

夫

く

と

と

も

な

く

能

率

も

あ

が

り

山

一

農

業

桑

原

忠

(
三
十
四
才
)

一

川

し

て

み

て

は

い

か

が

で

し

ょ

う

ま

す

。

季

節

に

敏

感

な

赤

ち

ゃ

山

一

今

年

は

長

雨

ゃ

、

高

温

に

よ

る

長

崎

県

警

察

本

部

で

は

、

去

る

ム

大

村

市

東

一

-

一

誠

町

十

フ

八

て
い
る
の
で
す
。
今
や
貯
蓄
は
二
斉
に
乙
と
し
米
寿

(
明
治
八
年
生
一
立

天

候

に
よ
っ
て
、
ま
た
室
部
屋
の
ス
ミ
の
タ
ン
ス
の
か
げ
生
地
や
せ
が
す
る
そ
う
で
す
。
ん
や
幼
児
産
寄
り
や
病
身
の
一一郎

r
H斜
路
日
刊
誌
七
月
八
日
の
大
水
害
の
際
、
と
お
料
亭
主

川
端
久
米
蔵
(
五

つ
刊
誌

都

民

大

い

一

計

れ

れ

同

封

印

比

一一

訪

問

切

開

設

立

ド

吋

訪

日

立

川

町

長

白

川

訂

以

明

日

銀

炉

問

時

間

宜

供

れ

い

い

EU口語
れ

れ

ば

対

抗

詑

之

官

一一一城
町
十
一
ノ
八

に
郵
便
貯
金
者
用
い
た
レ
ま
し
一
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
而

季
な
み
の
衣
服
の
用
意
が
い
り

を
き
め
て
キ
チ
ン
と
、
脱
ぎ
す
れ
い
に
脱
色
で
き
る
と
い
っ
て
り
ま
し
ょ
う
。

出

骸
当
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
金
沢
正
子
(
二
十
才
)

ょ

う

。

一

九

月

二

十

固

ま

で

に

市

内

意

区

一…
ま
す
。
う
す
い
毛
織
り
や
ナ
イ
て
た
衣
類
の
置
場
雲
れ
い
に
も
、
に
と
っ
た
白
さ
で
す
か
ら

山一

し
て
お
り
ま
す
の
で
梅
雨
後
に
お

な
の
た
だ
い
ま
郵
便
貯
金
曜
強
一
の
郵
便
局
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
一
…
ロ
ン
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
ヵ
1
デ

整

え

て

お

く

乙

と

は

、

つ

ぎ

に

白

地

が

く

っ

き

り

ろ

き

だ

す

模

…

一い
て
杉
、
櫓
の
枯
死
被
害
が
あ
る

一

一
H

h

一
方
は
も
れ
な
く
樹
令
及
び
本
数
を

運
動
月
間
の
一
環
と
し
て
全
国
一
一
さ
い
。
(
大
村
郵
便
局
)

一

一

農
林
牒
ま
で
お
知
F
h
せ
く
だ
さ
い

(
農
林
課
)

家

庭

を

築

う

下

、ー・

三
一
一
一
一
一
郵
便
貯
金
増
強
運
動
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

(才330号)

ロM

郵
便
貯
金
は
広
く
曹

司

ー

さ

ん

か
ト
親

ぱ
法
れ
、

日

号

室

る

に

と

利

用

制
い
た
だ
い
亡
い
ま
す
が

4
1

今
年
で
八
十
八
年
目
の

{
米
寿
を
迎
え
ま
し
た
9

ロμ
今
や
そ
円
現
在
高
は
J

H
兆
三
千
億
円
に
も
達
し

Q
ん
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
お
金
以
、

大
崎
省
の

資
金
運
用
部
を
通
じ
、
全
国
的
町

付
の
小
中
学
校
、
市
町
村
汀
庁
舎

病
院
、

道
路
、
橋
、

港
湾
、
上
、

下
水
道
、
そ
の
他
農
林
、
水
産
、

中
小
企
業
時
源
附
発
な
ど、

商
接

国
民
生
活
と
関
係
の
深
い
事
業
に

融
資
さ
れ
て
お
り
、
国
民
一
人

一

人
の
主
活
経
豊
か
に
し
、
村
岡
済
生

活
の
協
力
者
と
し
て
役
目
梧
県
し

よ大村市政だ

最
高
額
二
十
万
を
恩
給
坦
保
で
融
資

間
一
門
金
制
公
庫
は
恩
給
坦
保
金
一

の
年
金
、
県
市
町
村
等
公
共
団

融
r
認
め
b
れ
て
い
る
唯
一
の
機

一
体
か
ら
の
年
金
等

闘
で
あ
り
、
間
金
庫
で
は
恩
給
を
一
八
一貸
付
の
限
度
目
年
金
受
領
額
の

担
保
に
レ
て
.
融
貨
を
し
て
い
ま

一
二
カ
年
半
以
内
で
最
高
二
十
万

一

円
ま
で
。

小
は
の
事
業
資
金
、

住
宅
資
金
な

一
ム
面
ほ
調
査
日
申
込
み
時
に
簡
単

ど
な
必
要
な
か
た
は
ご
利
用
く
だ

一
た
面
接
調
査
に
よ
り
、
た
だ
ち

さ
い
。

一
に
決
定
の
上
必
要
脅
類
が
そ
ろ

ム
貸
付
の
対
象
日
軍
人、

文
官
な
一

え
は
即
日
融
資
も
出
来
ま
す
。

ど
の
普
一泊
恩
給
、
扶
助
制
等
国

一
ム
連
時
保
証
人
口
一
人
を
必
要
と

鉄
、
国
家
公
時
員
共
済
組
台
等
一

し
ま
す
。

=-z==・・・2・Z2====・==・=====zmz=・・・----z=ZE--』
===---zz----z-一-z・・=・・2・・====-az---zz=・・=

(毎月1日.10.目u日発行〉

栄
養
と
料
理

私
達
の
栄
養
状
態
は
年
々
改
善

さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

現
在
の
食
生
活
に
は
不
合
理
な
面

も
あ
り
烹
叫
ト
。

そ
乙
で
全
国
的
「
栄
養
改
善
普
及

運
動
月
間
(
九
月
一
日
1
九
月
三

〉
・
十
日
)
を
般
貯
栄
養
改
善
知
識
の

日
制
一
普
及
震
か
る
乙
と
に
な
り
ま
し

0
耽
一
た
が
、
米
食
の
偏
重
、
油
脂
、

線

引
鞭
一
黄
色
野
菜
、
そ
の
他
動
物
性
食
品

j
種
一
の
摂
取
不
足
な
ど
を
少
し
で
も
改

一一
一
一

年
第
一
普
し
て
理
相
的
な
食
生
活
を
送
り

訂
何
一
た
い
と
思
い
ま
す
骨

和
問
一
会
提
饗

昭
伴
一
私
達
ば
労
働
し
、
成
長
レ
、
健

制
一
康
巷
保
っ
て
司
常
生
清
治
維
持
し

畑
一
て
い
ま
す
。
そ
の
h
め
に
崎
給
す

『
あ
も
の
お
栄
養
と
い
い
ま
す
.

五
大
議
養
素
と
そ
の
作
用

①
含
水
炭
素
働
く
力
と
な
り

②
脂
肪
~
体
温
を
保
つ
。

①
蛋
臼
賀
川
血
や
肉
と
な
る
。

①
ビ
タ
ミ
ン
類
一
体
の
調
子
を

⑦
無
輪
唱
類
一
整
え
る

栄
養
の
あ
る
よ
い
食
事
と
は
好

き
な
物
、
お
い
し
い
物
そ
た
く

さ
ん
食
べ
る
と
い
ふ
乙
と
で
は

な
く
五
大
栄
養
素
を
か
た
よ
ら

な
い
よ
う
に
と
る
乙
と
で
す
.

栄
整
の
と
り
万
が
患
い
と
成
長

1 tJ 1ハ，.:;rっ4傍立ごべ ;1'1.1そ7ア1'/夕、玄
告と岳 Jち むJf!霊(~) おぶまれば ，か量
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W' 1 6 島1与4さ'! 3~ 1 AO 
9r 縛 ↑5 じえl在、八

あ J，~ら素吸 5 1)、さじ 11抗、

時五 1 3 来さ じ1rr~" ゑ

イ
ガ
ン
、
ス
カ
ー
ト
な
ど
と
盛

夏
着
と
巻
適
時
脱
い
だ
り
着
た

り
が
当
分
続
く
で
し
ょ
ろ
か
ら

乙
の
置
き
場
所
を
作
っ
て
お
い

て
は
い
か
が
。
い
く
つ
も
の
ハ

ン
ガ
ー
に
か
付
て
お
く
な
ら
、

着
る
た
き
に
感
じ
が
い
い
し
、

室
も
す
っ
き
り
す
る
も
の
で
す

古来、
む
者
の
染
め
か
え
た
い
も

の
が
あ
っ
た
ら
、
ぽ
つ
ぽ
つ
ほ

ど
き
、
生
地
の
い
た
み
ぞ
調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。
脱
色
ザUJ
る
と

順
一
九
月
の
し
b
り

唖

民
R

E

n

一に
重
点
を
お
き
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
一
ム

該

当

者

一

児

怯
市
長
表
彰
を
行
な
い
ま
す
。

時

時

古

市
の
主
催
一

一

一

M
M

一一

一
の
健
康
相
談
ぞ
実
施
し
よ
う
と
す
一
原
則
と
し
て
昭
和
一
ニ
十
六
年
九
一
な
お
綜
合
審
査
お
よ
び
市
長
表

首
峰
/
¥
む
乙
よ
り
毎

年

一

一

一

白

川

|

|

民

一る
も
の
で
、
と
く
に
指
導
医
師
は
一
月
一
日
か
ら
三
十
七
年
八
月
三
十
一
彰
ね
寸
月
七
日

(
F
曜
日
}
市
麟

児
関
一
一
実
施
し
て
お

一
国
立
病
院
の
田
崎
小
児
科
医
長
、
一
一
日
ま
で
に
生
れ
た
も
の
と
し
、
一

場
で
行
な
い
ま
す
。

幼

談

…

一

り

ま

し

た

乳

一市
立
病
院
の
出
口
小
児
科
医
長
、
一
澗
三
才
ま
で
の
も
の
で
も
疾
患
の
玄
実
態
日
お
よ
び
場
所

副

向

田

川

芯

児
検
診
コ
ン
一
開
業
医
で
小
児
科
専
門
の
田
川
先
一
あ
る
ゐ
の
に
つ
い
て
は
、
健
康
相
一
九
月
二
十
四
日
H
一
一
掃
診
療
附

1
・

;

ロ

ク

ー

ル
を
今
一
生
等
権
威
あ
る
先
生
方
に
担
当
し

一
般
に
応
じ

ま

す

。

一

九

月

二

十

E
日
日
松
原
公
民
館

年
は
、
凱
幼
児
健
康
相
談
と
し
て
一て
い
た
だ
く
と
と
に
な
っ
て
お
り
三

参
加
申
込

一
九
角
一
一
十
六
日

Ha出
禁

つ
ぎ
の
要
領
で
実
施
す
る
こ
と
に
-
ま
す
。
一
当
日
、
午
時
一
時
三
十
分
か
ら
一
九
月
二
十
七
日
H
鈴
回
白
書

な
り
ま
し
た
。
乙
れ
は
た
ん
に
健
一
せ
っ
か
く
の
機
会
で
あ
り
ま
す
一
三
時
季
、
各
事
で
申
込
む
乙
一
九
月
二
十
八
日
日
萱
習

寄

康
児
だ
り
の
検
診
で
な
く
、
発
育

一の
で
、
骸
当
児
を
お
も
ち
の
お
母

一

と

。

一

十

月

一

日

H
福
軍
出
一盟
所

不
良
や
虚
弱
児
、
疾
患
の
あ
る
乳
一
さ
ん
が
た
は
洩
れ
な
く
撃
加
し
て
一

ム
療
養
指
導
整
形
外
科
療
喪
主
十
月
ニ
日
H
申
央
公
民
舘

児
の
育
児
指
導
、
療
養
指
導
な
ど
一
く
だ
さ
い
.

一

必

要

・と
す
る
凱
児
に
っ
か
で
は
、
一
十
月
三
回
日
市
豆

長

言

25E・E・-szZE-
-
2
3
2
2
5
2
2
2
3
一
別
途
期
日
巻
指
定
し
て
診
療
を
実
一
時
間
は
い
す
れ
も
十
三
時
三
十

一

施

ず

る

予

定

で

す

。

一

分
よ
り
十
五
時
ま
で
で
す
。

が
お
く
れ
た
り
、
病
気
に
た
い
一
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
・
空
気
に
さ
玄
優
良
児
等
の
表
彰
一
(
保
険
衛
体
き

す
る
抵
抗
力
が
弱
っ
た
り
、
勉
一
ら
し
て
お
く
と
ビ
タ
ミ
ン

C
が
一
検
診
の
結
果
と
く
に
優
秀
な
乳
一

強
や
働
く
意
歓
に
欠
貯
て
彰
紘
一
少
な
く
な

り

ま

す

。

一

す
の
で
、

一
家
の
台
所
を
あ
っ
一
③
野
菜
、
果
実
は
、
申
一
位
洗
剤
に

一

陸

・

海

・

空

の

自

衛

官

を

採

用

中

か
る
主
婦
の
万
は
献
立
の
際
に
一
つ
付
た
後
、

清
水
に
て
よ
く
洗
う
一

十
分
注
意
し
な
げ
れ
ば
な
り
ま
一
か
、
熱
湯
に
一
分
間
つ
り
む
か
し
一
ム
応
募
資
格
日
入
隊
す
る
対
の
一
一
て
お
り
ま
す
。
(
市
民
観
)

せ

ん

。

一

て

食

べ

る

の

が

よ

い

。

一

日

現

在

で

十

八

志

上

ニ

十

五

一

自

衛

隊

の

音

楽

隊

演

ム
接
養
価
を
逃
が
さ
ぬ
一
家
二
一
在
ぬ
か
、
ち
り
暴
く
一
才
未
満
の
日
本
国
籍
の
男
子
で
一
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま

料

理

一

程

度

に

か

る

く

銑

F

っ

と

と

。

一

学

歴

は

聞

い

ま

せ

ん

。

一

「

ど
ん
な
に
立
派
な
栄
養
の
献
立
が
一
⑤
事
煮
る
と
き
、
軍
事
入
れ
一
心
襲
内
容
日
思
議
、
簡
単
一

1

で
き
て
も
料
理
の
方
法
が
間
違
つ

一る
と
ビ
タ
ミ
ン
が
な
く
な
り
ま
す
一
な
筆
記
襲
、
身
体
検
査
一
西
部
方
面
音
楽
隊
案
否
、

て
い
れ
ば
、
栄
養
価
の
少
な
い
食
一①
揚
げ
た
り
、
焼
定
義
し
た
一
ム
鼠
験
場
H
大
村
部
隊
、
長
崎
市
一
つ
ぎ
の
要
領
で
演
奏
会
を
開
催
し

物
に
な
っ

5ま
い
ま
す
・
つ
ぎ

一り
い
た
め
た
り
す
る
料
理
は
栄
養
一
平
戸
市
、
福
江
市
、
需
塁
手
。
入
場
料
陪
無
料
で
す
か
ら

の
こ
と
が
ら
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
五
一損失
は

少

な

い

が

、

煮

た

り

、

一

そ

の

他

一

市

民

の

皆

さ

ん

の

霊

祭

胞

を

①
野
菜
、
肉
、
魚
、
果
実
な
ど
は
一
都
知
蕊
同
時
前
U

一一U一ム
入

隊

場

所

一

重

し

て

い

ま

す

・

切
っ
た
り
皮
を
む
い
た
り
し
て
か
一
は
察
室
熱
し
て
か
ら
短
時
間
一
陸
上
品
浦
部
隊
一
ム
日
時
H
九
月
十
八
日
(
議

ら
水
洗
い
し
た
り
、
さ
ら
し
た
り

Z
E
E
-峯
し
ょ
う
・
一
海
上
H
佐
世
保
豪
語
隊
一
日
)
午
後
七
時
半
よ
り
九
時

し

な

い

と

と

。

一

ム

襲

の

ゆ

で

汁

、

詳

は

っ

と

一

航

空

"

芦

屋

基

地

一

ま

で

③
野
菜
、
果
物
は
皮
を
む
い
た
り
一
め
で
す
て
な
い
で
食
べ
る
よ
う
に
一
な
お
受
付
は
市
民
際
お
よ
び
一
ム
場
所
H
申
央
公
民
舘

切
っ
た
り
し
た
ら
す
ぐ
に
食
べ
る
一
し
な
叫
り
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
出
題
所
、
大
村
部
隊
で
受
付
け
(
市
民
課
)

特

別

被

爆

者

健

康

手

帖

の

検

認

を

行

い

ま

す

汚
物
処
理
手
数
料

特
別
被
爆
者
健
康
手
帳
を
お
持
の
聞
に
被
爆
者
健
康
手
帳
を
大
村

ち
の
か
た
は
原
爆
医
顕
法
施
行
規

保
随
一附
(
大
村
市
間
三
域
町
)
ヘ

則
第
五
条
の
ご
第
一
項
の
規
定
に

持
撃
し
、
検
認
印
務
受
付
て
く
だ

よ
り
償
認
を
行
い
ま
す
の
で
九
月
さ
い
。

一
一
十
八
日
よ
り
九
月
三
十
日
ま
で
な
お
十
月
一
日
以
降
は
、
検
認

印
の
な
か
特
別
納
爆
本
健
康
手
帳

「
あ
か
る
い
家
計
怨
」
は
無
動
、
と
な
り
ま
す
⑤
(穏
和
事
動
所
)

二
期
分
の
納
期
限

間
和
三
十
七
年
度
汚
物
処
理
手

数
料
の
第
二
期
分
(
七
、
八
、
九

月
分
」
の
制
限
は
九
月
二
十
五
日

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
わ
す

れ
な
三
ハ
月
十
五
日
付
発
付

の

納

度

貯
蓄
培
強
叩
央
委
員
会

額
告
知
君
、
ど
持
参
の
ろ
え
市

防
げ
で
は
、
毎
年
「
あ
か
る
い
九
千
二
百
円
J
一
万
二
千
八
百
円

金
庫
あ
る
い
は
近
く
の
出
頭
所
に
同
生
活
の
家
計
樽
」
を
作
成
【
女
一寸
』
市
内
倍
長
十
八
才
J

d
t
r
1
 

納
め
て
く
だ
さ
い
。

昭

し

、

有

償

配

付

し

て

お

り

ご

十

三
才
戸
千
円
{
寸
千
円
・
経

な
お
納
額
告
知
書
ぞ
紛
失
さ
れ
ま
す
か
、
昭
和
三
十
八
年
版
が
で
理
事
務
寸
八
才
t
二
十
五
才
七
千

た
万
は
保
険
衛
生
課
又
は
出
張
所
き
ま
し
た
の
で
、
購
入
希
望
者
は
円
・
京
中
寸
八
才
J
三
寸
才
一
ニ
食

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
市
民
餌
又
は
出
張
所
ヘ
申
込
ん
で
付
E
千
円
・賄
婦
年
令
不
問
女
即

六
月
十
五
日
以
降
新
規
に
処
理
く
だ
さ
い
。
代
金
は
一
部
四
O
円
に
同
じ
・
E
F
F
看
骸
婦
通
佐
食
事

を
申
し
込
ま
れ
た
万
に
は
九
月
十
で
す
。
見
本
は
市
民
棋
に
あ
り
ま
村
四
干
円
t

五
千
円

-m務
員
三

五
日
付
で
納
額
告
知
書
房
発
付

し

ず

。

(

市

民

課

}

十

才

1
玉
斗
才
固
定
船
七
千
円

・

ま
す
。

(
保
険
衛

生

課

)

工

場

締

役

h
Z

令
ヌ
問
日
船
二
百
五

豚

コ

レ

ラ

の

予

防

注

射

を

実

施

十

H

j
一夫
1
h

一

大
村
家
畜
保
健
衛
生
所
で
は
つ
西
大
村
H
十
月
十
六
、
十
七
、
県
外
紡
織
工
十
六
才
t
=
十
四

才
ハ
千
五
百
円
・
染
色
整
理
工
十

ぎ
の
要
領
で
豚
コ
レ
ラ
の
定
期
予
十
八
、
十
九
日
の
四
日
間

五
才
1
四
十
才
ハ
千
四
百
五
十
判

断

注

射

を

行

な

い

ま

す

。

大

村

H
十
月
二
十
一
ニ
、
一
一
十
四

ー
九
千
八
百
五
十
六
円

・
ゴ
ム
検

ム

実

施

日

程

日

の

二

日

間

査
仕
上
工
十
五
才
t
二
十
才
九
千

萱
瀬
ト
・
日
九
月
二
十
一
日

・

開
拓
日
十
月
二
十
五
日

円
l
一
万
円・

寮
母
二
十
七
才
t

竹
松
日
九
月
二
十
四
、
=
十
五
ム
手
数
料
二
十
キ
ロ
以
下
H
一

三
十
五
才
一
万
三
千
円
l
一
万
五

二

十

六

日

の

三

日

間

頭

に

つ

き

六

十

円

千
円
・
ミ
シ
ン
下
手
間
工
十
五
才

萱
瀬
上
H
九
月
二
十
七
、
一
一
十
一
一
十
一
キ
ロ
以
上
H
一
頭
に
つ

八

日

の

ニ

日

間

・

き

百

十

円

i

=

十

才

八

千

三

百

二

十

円

1
八

鈴
田
H
十
月
四
、
五
、
六
日
の
な
お
各
飼
育
者
の
家
巻
巡
回
住
千
八
百
四
十
円
・
ホ
テ
ル
従
業
員

三

日

間

射

し

ま

す

の

で

当

日

留

守

主

管

す

る

十

八

才

以

上

八

千
六
百
円
l
一
万

三
浦
H
十
月
十
一
、
十
二
日
の
場
合
は
必
ず
畠
協
ヘ
連
絡
し
て
く
五
千
円

一

一

日

間

だ

さ

い

。

(

家

畜

保

健

衛

生

所

)

の
予
約
申
込
み

求
人
案
内
(わづ
)

(
公
共
職
業
安
定
所
)


